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下位尺度 上位群 下位群 t値
グループ学習成果とグループ活動に対する態度
　グループで協同して作成した答案を採点した。
問題は各々に3題設け、問題毎に5段階で評価
し、その合計をグループの評価点とした。毎回
15点で6回行ったので総合得点は90点満点にな
る。平均点は64．68、標準偏差は5．492であった。
得点分布は図1に示すように平均値より高い得
点で尖っていたが、平均値で2分割しても対称
性があるので、平均値で上位群と下位群に分け
て説明変数として用いた。
　上位群（15名）と下位群（24名）でグループ
活動に対する態度を検討したところ、表3に示
すように統計的に有意な差のある下位尺度があ
った。
事前の利得　　3，84（，151）
　効力感　　　3．別（．248｝
　弱者救言斉　　　1．29　（．278）
事後の効力感　3，82（，305）
＋p〈．10，lp〈。05
3，70　（．214）　　2．136亭
3．67　（，368）　　1，802÷
1．61　（．5駆）　－2．4G9零
3．53　（．510）　　2．255ホ
　グループで答案を作成した得点の高かった
〔即ち活動がうまくいった）者は、事前でも事
後でもグループ活動で協同への効力感が高く、
事前の評定で協同による利得を高く評価し、逆
に得点の低かった（即ち活動がうまくいかなか
った）者は、弱者救済の期待が高いことがわか
る。これらのことから、グループ活動への態度
が実際の学習成果を左右する可能性が示唆され
る。益谷（2008）は、対人スキルの高い者がい
ないグループでは課題達成のスピードが遅くな
ることを明らかにしている。さらに対人スキル
の高い者が3名中1名いると、課題達成のスピ
ードが速まり、かつ成績もよくなり、2名いれ
ば協同に対する肯定的認識が高まる傾向を示唆
している。これらのことから、グループ・メン
バーのコミュニケーション能力やグループ活動
に対する態度といった潜在的な心理変数が学習
成果に影響するといえる。つまり、社会で活躍
できる有能性を担保するには、独力での学習だ
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けではなく、グループやチームで学習・研究開
発する機会や訓練が必要だということである。
このことは、グループで活動する機会は、身体
運動（スポーッ）や作業・肉体労働だけでなく、
知的労働である学習場面でも育成していくこと
が必要であることを示している。
　　　　　　　　　結び
　筆者がこの授業の担当者としてグループ活動
を巡回して気づいたことと、幼児教育に携わる
ことになる可能性のある学生に期待したいこと
を最後に述べて、実践報告をまとめる。
　まず、ほとんどの学生が仲間と一緒に学ぶ経
験がなかったことに驚かされる。3人のグルー
プで3題の問題に答える時に、最初は完全に分
業して作業に取り組んだり、机をつきあわせて
いてもなお、黙々と独力で取り組もうとする。
1つには、座長としての振舞い方がわからない
ようである。リーダーシップを発揮する者がい
る場合は、リーダーはメンバーに指示を与え、
メンバーは従順にその要請に応える姿が多く見
られた。ファシリテーションのトレーニングの
必要性を感じる。筆者は8年前から県短で授業
を担当させてもらっているが、これには県短の
学生気質が絡んでいるのかもしれない。どの学
生も学業成績は悪くなく、真面目で素直であり、
またそのことにプライドもある。他方、自己主
張や自己表現は苦手で、率先して試してみよう
とする知的好奇心の乏しい者もいる。
　近年の新課程になってからの学生全般の気質
の変化も影響しているのではないかと感じる。
欠席者が増えたこと、時間の見通しが甘いこと、
創意工夫や自分の頭で考えることが面倒なこと、
自分から心を開かず相手の出方を窺うといった
ことなどが、グループでの学習活動の足を引っ
張っているのかもしれない。事前の学習では、
テキストの本文のすべてにマーカーを引いてく
る者もいれば、テキストを閉じて答案用紙を受
け取る時に強い不安を感じる者もいる。話し合
う時に、テキストには何が書いてあったかを必
死で想い起こそうとして、結局はページのこの
あたりにこんな感じであったということだけを
自信なげに仲間に告げて互いに慰め合う姿もみ
られる。しかし、そのような滑稽さをやんわり
と指摘すると、徐々に修正していくので見所は
多いにある。
　1年次の配当科目であるので、このような社
会的スキルの鍛錬の機会は多いに必要である。
やがては教育実習にも行くが、現場では臨機応
変な対応や学校で習得した知識と実践とをつな
ぎあわせていく力が求められるであろう。こう
いった力こそ、グループ学習で培ってもらいた
い。将来、人間力を備え、子どもの可能性を引
き出してくれる教師が1人でも多く生まれるこ
とを願ってやまない。
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